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12月

6月

3月

定例会は
年に４回

9月9月

9/1～9/26

令和令和４年
第３回
定例会定例会

■ 議案等の議決結果 ･････････････････････ 2面
■ 一般質問(13名が登壇) ････････････････････ 6面
■ 議会活性化の取組状況 ････････････････ 13面
■ 特別委員会の開催状況 ････････････････ 14面

【主な内容】

日立の観光果樹園で

日立中里フルーツ街道（リンゴ狩りは１２月ごろまで楽しめます。）



提出された議案等を３つの常任委員会及び決算審査特別委員会で審査しました。審査の概要を４、５、14面に掲載しています。

議案等の議決結果

【議案】
第４０号　　令和４年度日立市一般会計補正予算（第４号）       原案可決

第４１号　　令和４年度日立市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）     　 〃

第４２号　　令和４年度日立市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）      　 〃

第４３号　　令和４年度日立市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）     　 〃

第４４号　　日立市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について    　 〃

第４５号　　日立市手数料条例の一部を改正する条例の制定について      　 〃

第４６号　　日立市建築基準条例の一部を改正する条例の制定について      　 〃

第４７号　　田尻地区海岸海しょく洞対策工事の請負契約の締結について      　 〃

第４８号　　（仮称）会瀬スポーツ広場整備事業グラウンド整備工事の請負契約の締結について   　 〃

第４９号　　令和３年度決算の認定について         原案認定

第５０号　　令和３年度日立市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について     原案可決

第５１号　　令和３年度日立市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について     　 〃

第５２号　　茨城北農業共済事務組合の令和３年度決算の認定について      原案認定

第５３号　　市道路線の廃止及び認定について         原案可決

第５４号　　日立市公平委員会委員選任の同意を求めることについて      選任同意

第５５号　　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書の
　　　　　　提出について           原案可決

【請願・陳情】
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第１２号　　令和３年度日立市一般会計継続費精算について

第１３号　　令和３年度日立市水道事業会計継続費精算について

第１４号　　令和３年度日立市基金運用状況について

第１５号　　令和３年度健全化判断比率について

第１６号　　令和３年度資金不足比率について

第１７号　　専決処分について（損害賠償の額を定めることについて）

第１８号　　公益財団法人日立市公園協会に係る令和３年度の経営状況に関する説明書（決算に関する書類）提出につ
　　　　　　いて

第１９号　　日立市土地開発公社に係る令和３年度の経営状況に関する説明書（決算に関する書類）提出について

第２０号　　公益財団法人日立市民科学文化財団に係る令和３年度の経営状況に関する説明書（決算に関する書類）提
　　　　　　出について

第２１号　　公益財団法人日立地区産業支援センターに係る令和３年度の経営状況に関する説明書（決算に関する書類）
　　　　　　提出について

第 ６ 号　　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書
　　　　　　採択を求める請願          　 採択・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【報告】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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主な事業

その 2 物価高・原油高対策関連 8,247万円
　原油価格高騰による燃料費上昇のほか、肥料・農薬等の物価高騰の影響を受けて
いる事業者に対し、支援金を支給します。
【対象事業者】
　①農業者　　②漁業者　　③中小道路貨物運送事業者
　④路線バス事業者及びタクシー事業者　　⑤貸切バス事業者

その 1 日立駅前大型商業施設関連 12億9,324万6,000円
　日立駅前大型商業施設（本館、ピ・タッチ館、立体駐車場及び土地）を取得する
とともに、テナント出店補助等を行います。
　また、施設の取得にあわせて、福祉プラザの機能移転のための改修費用の補助や
パティオモールの舗装整備工事を実施します。

【日立駅前大型商業施設】

議員の賛否

【賛否の分かれた議案】 賛成（採択）： 〇　　反対（不採択）： ●　
記載のない議案等については、全員が賛成となりました。

※１ 議長は採決には加わりません。
※　日立市議会では、３人以上の議員で会派を結成できることになっており、議会だよりでは３人未満の場合は「無会派」と表示しています。
※　議員氏名は、会派ごとに議席番号順で掲載しています。

民主クラブ日立市政クラブ
議
案
番
号

ひたち未来公明党 無会派

議案49

小
林 

真
美
子

千
葉 

達
夫

永
山 

堯
康

白
土 

仙
三
郎

伊
藤 

智
毅

石
井 

仁
志

舘
野 

清
道

三
代 

勝
也

下
山
田 
幹
子

篠
田 
砂
江
子

添
田 

絹
代

青
木 

俊
一

伊
藤 

健
也

吉
田 

修
一

白
石 

敦

粕
谷 

圭

助
川 

悟

豊
田 

茂

堀
江 

紀
和

佐
藤 

三
夫

飛
田 

謙
一

蛭
田 

三
雄

今
野 

幸
樹

瀬
谷 

幸
伸

照
山 

晃
央

杉
本 

和
子

藤
森 

結
花

●●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ※1

議案第40号　令和４年度日立市一般会計補正予算（第４号）　29億7,083万8,000円

議 案 紹 介議 案 紹 介
Pick up!Pick up!

議案第48号
　　　 （仮称）会瀬スポーツ広場整備事業グラウンド整備工事の請負契約の締結について
　市民スポーツ及びレクリエーションの普及・振興の新たな拠点となる市のスポー
ツ広場として、会瀬町４丁目地内の（株）日立製作所が所有するグラウンドを無償
借地し、ラグビーやサッカーなどの競技が実施可能な人工芝生のグラウンドに整備
します。
（契約金額　４億1,030万円）

【日立製作所会瀬グラウンド】
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・
社
会
福
祉
協
議
会
経
費
（
日
立
駅
前
大
型

　

商
業
施
設
の
取
得
に
あ
わ
せ
て
、
福
祉
プ

　

ラ
ザ
の
機
能
を
日
立
駅
前
に
移
転
す
る
た

　

め
、
移
転
先
の
改
修
に
係
る
経
費
の
補
助

・
地
域
医
療
体
制
確
保
事
業
費
（
コ
ロ
ナ
禍

　

に
お
い
て
診
療
・
検
査
を
継
続
す
る
市
内

　

医
療
機
関
に
対
し
、
医
療
提
供
の
継
続
及

　

び
感
染
防
止
対
策
支
援
を
目
的
と
し
て
支

　

援
金
を
支
給
）

・
生
涯
学
習
推
進
事
業
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、

　

新
成
人
記
念
式
典
を
２
部
制
で
開
催
す
る

　

た
め
の
経
費
）

・
国
庫
支
出
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

染
症
対
策
や
物
価
高
・
原
油
高
に
対
す
る

　

支
援
な
ど
）

・
そ
の
ほ
か
（
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

　

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
ふ
る
さ
と
寄
附
金
、

　

日
立
駅
前
大
型
商
業
施
設
の
取
得
等
に
係

　

る
費
用
の
財
源
と
す
る
公
共
施
設
等
総
合

　

管
理
基
金
繰
入
金
な
ど
）

・
日
立
駅
前
再
活
性
化
事
業
費
（
日
立
駅
前

　

大
型
商
業
施
設
の
取
得
及
び
テ
ナ
ン
ト
出

　

店
補
助
の
た
め
の
費
用
な
ど
）

・
消
防
団
運
営
経
費
（
消
防
団
の
退
団
者
が

　

当
初
の
見
込
み
よ
り
も
増
え
た
こ
と
に
よ

　

る
退
職
報
奨
金
の
増
額
）

・
関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
職
員
の
育
児

　

休
業
に
関
す
る
規
定
を
改
め
る
。

総
務
産
業
委
員
会

市長から提出された議案などを、３つの常任委員会で専門的かつ能率的に審査しました。審査内容の一部を要約して紹介します。

委員会審査の概要

議
案
３
件
（
補
正
予
算
１
件
、

条
例
１
件
、
そ
の
他
１
件
）
を
審
査
し
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

審
査
し
た
主
な
議
案

主
な
歳
入

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

審
査
し
た
主
な
議
案

主
な
歳
出

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
　

福
祉
プ
ラ
ザ
に
入
居
中
の
団

体
の
移
転
に
伴
う
引
っ
越
し
費
用

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

入
居
団
体
か
ら
の
費
用
負
担
は
あ

る
の
か
。

　
　

引
っ
越
し
費
用
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
市
側
の
理
由
に
よ
り
福

祉
プ
ラ
ザ
の
機
能
を
日
立
駅
前
に

移
転
す
る
た
め
、
今
後
発
生
す
る

引
っ
越
し
費
用
は
、
市
の
全
額
負

担
と
考
え
て
い
る
。

　
　

全
て
の
機
能
、
団
体
が
駅
前

に
移
転
す
る
の
か
。

　
　

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
日
立
駅
前
の
移
転
先
の

施
設
が
車
椅
子
等
で
利
用
し
に
く

い
た
め
、
別
途
調
整
す
る
。

　
　
　

移
転
の
際
は
利
用
者
の
声

を
聴
く
な
ど
、
丁
寧
な
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

問問 答答意
見

　
　
　

若
い
世
代
の
加
入
を
促
進

し
、
団
員
確
保
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　

定
年
退
職
さ
れ
た
方
な
ど

に
も
力
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

工
夫
し
て
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

意
見

意
見

　
　

男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
取

得
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

女
性
職
員
に
比
べ
て
取
得
率

が
低
い
状
況
に
あ
る
。
男
性
職
員

の
取
得
を
推
奨
す
る
国
の
動
き
に

合
わ
せ
、
さ
ら
に
周
知
し
て
い
き

た
い
。

問答

・
短
期
間
で
後
継
店
舗
を
決
定
し
、

　

来
年
４
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ

　

る
方
向
性
を
固
め
た
こ
と
は
大
い

　

に
評
価
し
た
い
。
ま
ち
の
中
心
部

　

の
に
ぎ
わ
い
や
買
い
物
環
境
の
維

　

持
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
取
組

　

で
あ
る
た
め
、
自
信
を
持
っ
て
進

　

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
市
が
商
業
施
設
を
運
営
す
る
の
は

　

リ
ス
ク
が
大
き
い
。
民
間
事
業
者

　

を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

主
な
意
見

主
な
歳
出

教
育
福
祉
委
員
会

議
案
５
件
（
補
正
予
算
４
件
、

そ
の
他
１
件
）
を
審
査
し
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

な
対
応
を

日
立
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　

施
設
の
運
営
に
は
民
間
活

力
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、

要
望

周
辺
の
商
店
街
な
ど
と
も
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
波
及
的
に
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
、
持
続
的
に
発
展
し

続
け
ら
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
本

市
の
新
た
な
顔
と
な
る
拠
点

を
整
備
す
る
こ
と
。

み

本
拠
点

福祉プラザ福祉プラザ新成人記念式典新成人記念式典

）

Hitachi City Counci l News Vol.223 4



■
一
般
会
計

　

29
億
７
０
８
３
万
８
千
円
を
増
額

（
予
算
総
額
７
７
３
億
５
６
６
万
円
）

■
特
別
会
計
（
７
会
計
合
計
）

　

５
億
３
６
１
９
万
８
千
円
を
増
額

（
予
算
総
額
５
０
５
億
８
５
３
１
万
１
千
円

◇
日
立
市
公
平
委
員
会
委
員
選
任
に
同
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合　

恭
子　

氏

・
道
路
管
理
経
費
（
日
立
駅
前
大
型
商
業
施

　

設
の
取
得
に
あ
わ
せ
て
、
パ
テ
ィ
オ
モ
ー

　

ル
の
舗
装
整
備
工
事
を
実
施
す
る
経
費
）

・
小
木
津
山
自
然
公
園
拡
張
整
備
事
業
費　

　

（
国
の
交
付
金
の
追
加
配
分
を
受
け
て
新

　

た
な
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
工
事
を
行
う

　

経
費
）

・
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
経
費
（
新
型
コ
ロ
ナ

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
を
図
る
た
め
の
備

　

品
購
入
な
ど
の
経
費
に
対
す
る
補
助
）

環
境
建
設
委
員
会

議
案
７
件
（
補
正
予
算
１
件
、

条
例
２
件
、
そ
の
他
４
件
）
を
審
査
し
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

人　

事　

案　

件

審
査
し
た
主
な
議
案

主
な
歳
出

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
海
し
ょ
く
洞
（
波

　

に
よ
る
浸
食
で
海
岸
の
崖
に
つ
く
ら
れ
た

　

洞
窟
）
の
入
り
口
部
分
を
塞
ぎ
、
流
動
化

　

処
理
土
を
注
入
す
る
こ
と
で
空
洞
を
充
塡

　

す
る
工
事
。

・
十
王
北
通
り
線
の
整
備
に
伴
う
12
路
線
の

　

廃
止
及
び
13
路
線
の
認
定

田
尻
地
区
海
岸
海
し
ょ
く
洞
対
策
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結

市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
解
説
!!

　
　

感
染
症
予
防
対
策
用
備
品
は

ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
、
空
気
清

浄
機
、
ス
リ
ッ
パ
消
毒
器
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
計
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。

問答

市道路線の現地調査（十王町友部地内ほか）市道路線の現地調査（十王町友部地内ほか）

令
和
４
年
度
補
正
予
算
の
概
要

）

　

今
期
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
を

国
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

　

庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予

　

算
に
係
る
意
見
書

　
　
　
　

地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教

育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
少
人
数
学
級
と
教
職
員

定
数
改
善
の
推
進
の
ほ
か
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
。

　
　
　
　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣

意
見
書

提
出
先

内　

容

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
が
い
ま
だ
収
束
し
な
い

状
況
で
あ
る
た
め
、
機
器
が
有
効

に
使
用
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
指
導

を
お
願
い
し
た
い
。

意
見

小木津山自然公園小木津山自然公園
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議
員　

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
と
し

て
日
立
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
指
定
し
た

久
慈
サ
ン
ピ
ア
日
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
は
、
今
年
の
中
学
総
体
開
催
時
に
、

熱
中
症
の
症
状
に
よ
り
中
学
生
が
救
急

搬
送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
は
、
７
月
１
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
久
慈

サ
ン
ピ
ア
日
立
と
の
連
携
を
条
件
の
一

つ
と
し
た
と
伺
っ
た
が
、
両
施
設
の
連

携
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
一
体
型
の
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
集
客
増

に
つ
な
げ
る
た
め
、
ま
た
、
子
供
た
ち

の
体
育
大
会
開
催
時
等
の
環
境
整
備
の

た
め
に
は
、
久
慈
サ
ン
ピ
ア
日
立
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

　

産
業
経
済
部
長　

久
慈
サ
ン
ピ
ア
日

立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
こ
れ

ま
で
の
暑
さ
対
策
と
し
て
は
、
平
成
30

年
の
茨
城
国
体
に
お
い
て
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
試
合
会
場
と
な
っ
た
際
に

送
風
機
を
レ
ン
タ
ル
し
て
対
応
し
た
事

例
が
あ
る
が
、
近
年
の
猛
暑
な
ど
、
利

用
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
子
供
た
ち

を
含
め
た
利
用
者
へ
の
安
全
安
心
な
環

境
整
備
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や

各
種
大
会
の
誘
致
な
ど
に
も
弾
み
が
つ

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
隣
接
す
る
久
慈

サ
ン
ピ
ア
日
立
の
利
用
促
進
を
図
る
上

で
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
全
国
の
先
進
事
例
の
調
査

や
、
課
題
の
整
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、

財
源
の
確
保
も
含
め
、
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て
、
庁
内
関
係
課

所
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
障
害
者
手
帳
の
取
得
支
援
と
利
便
性

　

向
上
の
た
め
の
取
組

子
ど
も
た
ち
の
命
と
安
全
を

　
　
　
　
　
　

守
る
た
め
の
取
組

―
久
慈
サ
ン
ピ
ア
日
立
ス
ポ
ー
ツ

　
　

セ
ン
タ
ー
体
育
館
へ
の

　
　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て―

下
山
田 

幹
子 

議
員
（
公
明
党
）

（録画配信）

　

議
員　

今
の
自
然
災
害
は
、
時
を
定

め
ず
、
場
所
を
選
ば
ず
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
発
生
す
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

自
然
災
害
は
、
想
定
を
超
え
る
状
況

と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
自
然
の
強
さ
や

脅
威
に
人
間
の
力
で
は
太
刀
打
ち
で
き

な
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
防
災

・
減
災
へ
の
取
組
に
徹
す
る
こ
と
も
行

政
の
大
切
な
役
割
だ
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
消
防
本
部
と
し
て
の
水
害

へ
の
備
え
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

消
防
長　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

お
い
て
、
南
部
地
区
の
久
慈
川
、
茂
宮

川
及
び
北
部
地
区
の
十
王
川
流
域
が
洪

水
浸
水
想
定
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
洪
水
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備

や
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
水

害
等
の
対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

　

一
方
、
急
激
な
河
川
の
氾
濫
や
堤
防

が
決
壊
し
た
場
合
に
、
住
民
が
家
屋
等

に
取
り
残
さ
れ
る
等
の
事
態
に
対
応
す

る
た
め
、
南
部
消
防
署
の
津
波
・
大
規

模
風
水
害
対
策
車
及
び
水
陸
両
用
車
に

加
え
、
各
消
防
署
及
び
消
防
団
に
計
11

艘
の
救
命
用
ボ
ー
ト
を
配
備
し
、
さ
ら

に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
よ
り
、
上
空
か

ら
の
迅
速
な
情
報
収
集
や
検
索
が
可
能

と
な
る
な
ど
、
水
害
時
に
有
効
な
資
機

材
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

加
え
て
、
災
害
救
助
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
あ
る
特
別
救
助
隊
64
名
の
う
ち
、

日
立
消
防
署
に
高
度
救
助
隊
16
名
、
南

部
消
防
署
に
水
難
救
助
隊
16
名
を
配
置

し
、
特
に
水
難
救
助
隊
は
、
久
慈
川
等

に
お
い
て
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
、

水
難
救
助
の
技
術
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に

よ
る
常
総
市
の
大
規
模
水
害
時
に
は
、

応
援
要
請
に
よ
り
当
市
消
防
本
部
も
出

場
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
に
よ

り
44
名
の
救
出
を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
来
る
べ

き
大
規
模
水
害
に
対
応
す
る
た
め
、
災

害
対
策
本
部
を
中
心
に
迅
速
な
消
防
活

動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や
自
主
防

災
組
織
の
活
性
化
を
推
進
し
、
自
助
・

共
助
の
意
識
を
高
め
な
が
ら
、
本
市
の

災
害
対
応
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
高
齢
者
の
お
で
か
け
支
援
・
健
康
づ

　

く
り
・
交
流
促
進
へ
の
取
組

●
魅
力
あ
る
助
川
山
市
民
の
森
の
活
用

●
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

　

組
●
学
校
教
育
現
場

今
野 

幸
樹 

議
員
（
日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

一般質問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

防
災
・
減
災
へ
の
取
組

―

消
防
本
部
と
し
て
の
水
害
へ
の

　
　
　

備
え
・
対
応
に
つ
い
て―

久慈サンピア日立スポーツセンター体育館久慈サンピア日立スポーツセンター体育館
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議
員　

本
市
は
、
平
成
17
年
に
「
環

境
都
市
・
日
立
」
を
宣
言
し
、
４
Ｒ

（※

）
の
推
進
を
掲
げ
、
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
粗
大
ご
み
の
排
出

量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご

み
の
減
量
化
に
向
け
た
リ
ユ
ー
ス
の
よ

り
一
層
の
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

　

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
リ
ユ

ー
ス
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
再
利
用
が

可
能
で
あ
る
タ
ン
ス
、
机
な
ど
の
粗
大

ご
み
や
、
子
供
の
成
長
や
卒
業
を
機
に

使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
育
児
用
品
、

子
供
用
品
、
学
用
品
な
ど
に
着
目
し
、

そ
れ
ら
を
リ
ユ
ー
ス
品
と
し
て
希
望
す

る
市
民
へ
譲
渡
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

生
活
環
境
部
長　

本
市
は
、
環
境
都

市
宣
言
を
踏
ま
え
、
基
本
方
針
の
一
つ

に
「
４
Ｒ
の
推
進
」
を
定
め
、
各
種
取

組
を
推
進
し
て
い
る
。

　

４
Ｒ
の
う
ち
、
リ
ユ
ー
ス
に
関
す
る

取
組
と
し
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
を
推
進
す
る
上
で
「
繰
り
返
し
使

う
」
意
識
の
醸
成
が
重
要
で
あ
る
と
捉

え
、
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
た
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　

他
自
治
体
で
は
、
民
間
事
業
者
と
連

携
し
、
不
用
品
の
引
取
手
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
探
す
取
組
や
、
ま
だ

使
え
る
が
不
要
と
な
っ
た
も
の
を
持
ち

込
め
る
場
所
を
運
営
す
る
取
組
が
あ
る
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、

リ
ユ
ー
ス
に
関
す
る
様
々
な
取
組
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
更
な
る
４
Ｒ
の
推
進
に
向

け
て
広
報
・
啓
発
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
不
用
品
を
リ
ユ
ー
ス
品
と
し
て

希
望
す
る
市
民
へ
譲
渡
す
る
仕
組
み
の

構
築
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
リ
ユ
ー
ス

活
動
を
促
進
し
、
環
境
負
荷
の
少
な
い

循
環
型
社
会

の
形
成
に
つ

な
が
る
方
策

に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て

い
く
。

●
公
設
児
童
ク
ラ
ブ
の
継
続
利
用

●
自
主
学
習
環
境
の
拡
充

●
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築

堀
江 

紀
和 

議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

　

議
員　

ホ
リ
ゾ
ン
か
み
ね
と
か
み
ね

市
民
プ
ー
ル
は
、
か
み
ね
公
園
活
性
化

基
本
計
画
に
お
い
て
、
遊
び
ゆ
っ
た
り

ゾ
ー
ン
の
温
浴
・
健
康
エ
リ
ア
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
両
施
設
の
利
用
状
況
と
施

設
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
ホ
リ
ゾ
ン
か
み
ね
に
宿
泊
機

能
を
加
え
る
こ
と
や
、
ホ
リ
ゾ
ン
か
み

ね
と
か
み
ね
市
民
プ
ー
ル
と
の
一
体
的

な
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

施
設
の
老
朽
化
や
か
み
ね
公
園
活
性
化

基
本
計
画
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
勘

案
し
、
早
急
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　

産
業
経
済
部
長　

ホ
リ
ゾ
ン
か
み
ね

の
利
用
者
数
は
、
令
和
元
年
度
ま
で
の

５
年
間
は
年
間
６
〜
７
万
人
台
だ
が
、

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
約

３
万
人
と
半
減
し
て
い
る
。
供
用
開
始

か
ら
37
年
が
経
過
し
て
お
り
、
一
部
に

経
年
劣
化
に
よ
る
設
備
等
の
不
具
合
は

み
ら
れ
る
が
、
定
期
的
な
点
検
、
修
繕

に
よ
り
安
全
安
心
な
施
設
運
営
に
努
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
か
み
ね
市
民
プ
ー
ル
の
利
用

者
数
は
、
令
和
元
年
度
ま
で
の
５
年
間

は
年
間
６
万
人
台
だ
が
、
令
和
３
年
度

は
約
３
万
６
千
人
と
半
減
し
て
い
る
。

一
部
に
経
年
劣
化
に
よ
る
設
備
等
の
不

具
合
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的

な
点
検
、
修
繕
に
努
め
て
い
る
。

　

ホ
リ
ゾ
ン
か
み
ね
に
宿
泊
機
能
を
加

え
る
こ
と
や
ホ
リ
ゾ
ン
か
み
ね
と
市
民

プ
ー
ル
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
両
施
設

が
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
余
熱
利
用
施
設
と

し
て
管
理
運
営
を
一
体
的
に
実
施
し
て

お
り
、
建
物
、
設
備
の
状
況
や
か
み
ね

公
園
活
性
化
基
本
計
画
の
位
置
づ
け
も

あ
る
こ
と

か
ら
、
公

共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
に

定
め
た
時

期
を
前
倒

し
し
、
在

り
方
の
検

討
に
着
手

し
た
い
と

考
え
て
い

る
。

●
市
民
に
寄
り
添
っ
た
終
活
の
支
援

三
代 

勝
也 

議
員
（
公
明
党
）

（録画配信）

各議員の質問と答弁を要約して掲載しています。
ＱＲコードを読み取ると、一般質問の録画配信を全て御覧いただけます。
日立市議会では、３人以上の議員で会派を結成できることになっており、
３人未満の場合は無会派と表示しています。

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た

　
　
　

リ
ユ
ー
ス
促
進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

※

【
４
Ｒ
】

　

レ
ジ
袋
を
断
る
な
ど
の
「
リ
フ
ュ
ー
ズ
」
、
ご
み

　

を
減
ら
す
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」
、
物
を
繰
り
返
し
使

　

う
「
リ
ユ
ー
ス
」
、
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

　

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
。

か
み
ね
公
園
内
の

　
　
　
　
　
　

既
存
施
設
の
整
備

―

ホ
リ
ゾ
ン
か
み
ね
と
か
み
ね

　
　
　

市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て―

ホリゾンかみねホリゾンかみね
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議
員　

十
王
浄
水
場
の
機
能
強
化
に

当
た
っ
て
は
、
供
用
開
始
か
ら
20
年
以

上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
軀
体

の
耐
震
化
や
浄
水
処
理
で
発
生
す
る
汚

泥
の
増
加
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
考
え

る
。
検
討
を
進
め
る
に
当
た
り
、
具
体

的
な
整
備
内
容
や
事
業
費
に
つ
い
て
伺

う
。

　

ま
た
、
再
整
備
後
の
市
内
に
お
け
る

森
山
浄
水
場
と
十
王
浄
水
場
の
配
水
区

域
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
令
和
16
年
度

を
予
定
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
昨

今
の
異
常
気
象
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と

前
倒
し
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

上
下
水
道
部
長　

十
王
浄
水
場
の
整

備
内
容
は
、
現
在
、
軀
体
の
み
整
備
し

て
い
る
沈
殿
池
、
ろ
過
池
等
の
土
木
構

造
物
を
耐
震
化
し
た
上
で
、
新
た
に
受

変
電
設
備
や
薬
品
注
入
設
備
な
ど
の
機

械
・
電
気
設
備
等
を
追
加
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
浄
水
能
力
を
現
在
の
２
倍

に
す
る
も
の
で
、
事
業
費
は
令
和
10
年

度
ま
で
の
総
額
で
30
億
円
程
度
を
想
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
課
題
と
し
て
、
浄
水
能
力
の

増
強
に
伴
い
増
加
す
る
汚
水
汚
泥
を
処

理
す
る
た
め
の
施
設
用
地
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
用
地

確
保
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
十
王
浄
水
場
の
浄
水
能
力
増

強
後
、
配
水
区
域
の
再
編
完
了
ま
で
に

は
、
配
水
管
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
更
に
数
年
を
要
す
る
見
込

み
で
あ
る
が
、
近
年
の
異
常
気
象
や
久

慈
川
の
渇
水
に
よ
る
海
水
遡
上
の
発
生

頻
度
を
踏
ま
え
る
と
、
可
能
な
限
り
早

期
に
完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
の
円
滑
な
事
業
推
進
に
向
け

て
更
に
計
画
を
精
査
し
、
可
能
な
限
り

事
業
の
前
倒
し
を
図
り
な
が
ら
、
安
定

水
源
確
保
策
の
早
期
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
市
民
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

　

り

豊
田 

茂 

議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

　

議
員　

日
立
特
別
支
援
学
校
に
つ
い

て
は
、
建
て
替
え
を
視
野
に
入
れ
た
基

本
計
画
の
年
度
内
策
定
や
策
定
委
員
会

の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
、
教
育
福
祉
委

員
協
議
会
で
説
明
さ
れ
た
。

　

改
め
て
、
日
立
特
別
支
援
学
校
の
位

置
づ
け
と
、
建
て
替
え
に
至
っ
た
経
緯
、

茨
城
県
へ
の
移
管
問
題
や
財
政
フ
レ
ー

ム
な
ど
の
諸
課
題
を
ど
の
よ
う
に
整
理

し
た
の
か
伺
う
。

　

教
育
部
長　

昭
和
43
年
に
、
日
立
市

立
の
学
校
と
し
て
日
立
養
護
学
校
を
設

置
し
、
教
育
と
福
祉
の
両
立
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
施
設
の
老
朽
化
や
狭
あ
い
化
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
に
伴
う
課
題

等
が
生
じ
て
お
り
、
改
築
を
視
野
に
入

れ
た
整
備
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

施
設
整
備
の
方
向
性
を
位
置
づ
け
る
た

め
、
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

特
別
支
援
学
校
の
勤
務
経
験
が
豊
富

な
専
門
性
の
高
い
教
員
を
配
置
す
る
た

め
に
は
、
県
の
教
員
人
事
の
関
係
に
よ

り
、
県
立
化
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

特
別
支
援
教
育
の
更
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
県
へ
の
移
管
を
要
望

し
て
い
く
。

　

整
備
場
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
よ

り
実
践
的
な
社
会
体
験
等
を
実
施
し
て

き
た
実
績
や
、
通
学
の
利
便
性
な
ど
も

踏
ま
え
、
現
在
地
を
基
本
と
し
て
考
え

て
い
る
。
な
お
、
仮
設
校
舎
の
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用

状
況
や
騒
音
に
過
敏
に
反
応
す
る
子
供

へ
の
対
応
、
事
業
費
へ
の
影
響
等
を
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

　

子
供
た
ち
や
保
護
者
を
は
じ
め
、
教

職
員
や
関
係
者
か
ら
誇
り
に
思
っ
て
い

た
だ
け
る
整
備
に
向
け
て
、
基
本
計
画

の
策
定
に
努
め
て
い
く
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
等
の
対

　

策
●
次
年
度
の
予
算
編
成

●
東
海
第
二
原
発
再
稼
働
問
題

伊
藤 

智
毅 

議
員
（
ひ
た
ち
未
来
）

（録画配信）

一般質問

そ
の
他
の
質
問

将
来
を
見
据
え
た
水
道
事
業
施
策

―
十
王
浄
水
場
の

　
　
　
　

機
能
強
化
に
つ
い
て―

日
立
市
の
特
別
支
援
教
育

―

日
立
特
別
支
援
学
校
の

　
　
　

位
置
づ
け
と
建
て
替
え―

そ
の
他
の
質
問

日立特別支援学校日立特別支援学校

十王浄水場十王浄水場
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議
員　

本
市
に
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
新
鮮
な
食
材
が
豊
富
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
食
材
を
活
用
し
た
食

が
提
供
さ
れ
、
居
心
地
の
よ
い
公
園
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
フ
ー
ド
パ
ー

ク
」
の
整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
施
設
を
、
本
市
の
北
に

位
置
す
る
国
民
宿
舎
鵜
の
岬
、
鵜
来
来

の
湯
十
王
、
ウ
ミ
ウ
の
捕
獲
場
、
伊
師

浜
海
岸
な
ど
が
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
伊
師

浜
国
民
休
養
地
も
し
く
は
そ
の
隣
接
地

に
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

十
王
物
産
セ
ン
タ
ー
鵜
喜
鵜
喜
も
含

め
施
設
間
が
連
携
し
、
北
部
地
域
の
観

光
拠
点
の
更
な
る
魅
力
を
高
め
、
か
み

ね
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
各
観

光
施
設
と
の
周
遊
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
や
誘
客
促
進
が

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

　

産
業
経
済
部
長　

身
近
な
地
域
資
源

を
再
認
識
す
る
機
会
と
し
て
、
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
と
と
も
に
、
食

と
観
光
を
結
び
付
け
、
誘
客
を
促
進
す

る
取
組
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域

活
性
化
を
図
る
上
で
有
効
な
手
段
の
一

つ
に
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

本
市
に
は
茂
宮
の
か
ぼ
ち
ゃ
や
白
菜
、

中
里
・
折
笠
地
区
の
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
、

常
陸
牛
を
は
じ
め
と
す
る
農
畜
産
物
、

ア
ン
コ
ウ
や
シ
ラ
ス
、
ア
ワ
ビ
に
代
表

さ
れ
る
魚
介
類
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
食
材
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

活
用
し
た
食
を
提
供
す
る
「
フ
ー
ド
パ

ー
ク
」
に
は
、
更
な
る
に
ぎ
わ
い
創
出

の
可
能
性
を
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　

令
和
４
年
第
３
回
茨
城
県
議
会
定
例

会
の
補
正
予
算
と
し
て
提
案
さ
れ
た

「
観
光
施
設
民
間
活
力
導
入
検
討
事
業

に
お
い
て
、
誘
客
促
進
と
魅
力
向
上
に

向
け
た
調
査
の
対
象
と
な
る
県
有
施
設

の
一
つ
と
し
て
伊
師
浜
国
民
休
養
地
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

地
元
自
治
体
と
し
て
の
意
見
や
要
望
を

県
に
伝

え
て
い

く
と
と

も
に
、

県
と
連

携
し
た

伊
師
浜

国
民
休

養
地
の

在
り
方

や
活
性

化
方
策

を
検
討

し
て
い

く
。

杉
本 

和
子 

議
員
（
日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

　

議
員　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

な
ど
に
よ
り
、
原
油
を
は
じ
め
と
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
の
価
格
が

高
騰
し
、
市
民
生
活
や
中
小
企
業
、
農

業
、
漁
業
、
運
輸
業
な
ど
、
幅
広
い
分

野
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
を
創
設
し
、
日
立
市
に
お
い
て

も
５
億
２
千
万
円
余
の
交
付
の
通
知
を

受
け
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
感
染
状
況
や
経

済
の
動
向
等
そ
の
時
に
合
っ
た
市
独
自

の
支
援
策
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま

で
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
取
り
組
ん

だ
生
活
者
支
援
と
今
後
の
臨
時
交
付
金

の
活
用
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長
公
室
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
主
な
生

活
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、
全
市
民
を
対
象
と
し
た
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
か
か
る
自
己
負
担
額
の
助

成
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
マ

ス
ク
・
消
毒
用
洗
剤
等
の
配
布
な
ど
を

実
施
し
、
市
民
生
活
へ
の
支
援
と
し
て

は
、
飲
食
店
や
小
売
店
へ
の
売
上
げ
支

援
と
し
て
展
開
し
た
お
う
ち
で
ひ
た
ち

ご
は
ん
事
業
や
ひ
た
ち
の
ま
ち
で
お
買

い
物
事
業
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
市

内
飲
食
店
や
小
売
店
で
利
用
で
き
る
チ

ケ
ッ
ト
の
交
付
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
給
付
金
の
給
付
、
給
食
費
の

負
担
軽
減
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
お

米
券
の
配
布
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

　

現
在
、
感
染
力
の
高
い
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
を
背
景
と
し

た
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
な
ど
、
先
を

見
通
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

市
民
生
活
や
事
業
活
動
に
与
え
る
影
響

を
適
切
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
支
援
制
度
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
支
援
を
必
要
と
す
る

方
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
を
時
機
を
逸

す
る
こ
と
な
く
講
じ
て
い
く
。

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

舘
野 

清
道 

議
員
（
公
明
党
）

（録画配信）

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出

　
　
　

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

ひたちのまちでお買い物
のぼり旗
ひたちのまちでお買い物
のぼり旗

伊師浜国民休養地伊師浜国民休養地

」
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議
員　

日
立
風
流
物
展
示
施
設
の
建

設
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

こ
と
も
重
要
だ
が
、
観
光
資
源
と
し
て

の
側
面
が
強
く
、
古
来
の
庶
民
の
信
仰

心
や
民
族
的
な
祭
礼
行
事
か
ら
遊
離
し
、

文
化
を
守
る
と
い
う
目
的
が
薄
れ
て
し

ま
う
と
考
え
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で

不
安
な
生
活
を
送
る
市
民
の
意
識
と
建

設
す
る
こ
と
へ
の
理
解
に
温
度
差
を
感

じ
る
。
ま
ず
は
、
老
朽
化
し
た
収
蔵
施

設
の
建
設
を
進
め
、
日
立
風
流
物
に
つ

い
て
市
民
へ
周
知
を
図
り
、
後
継
者
育

成
等
に
つ
い
て
の
課
題
を
解
決
し
、
そ

の
後
に
展
示
施
設
の
建
設
を
進
め
て
は

ど
う
か
、
見
解
を
伺
う
。

　

教
育
長　

日
立
風
流
物
の
山
車
の
材

料
を
保
管
し
て
い
る
収
蔵
施
設
は
、
建

設
か
ら
64
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
進

み
、
高
齢
の
方
が
多
い
保
存
団
体
に
と

っ
て
、
段
差
や
出
入
口
の
狭
さ
な
ど
、

極
め
て
使
い
づ
ら
い
状
況
で
あ
り
、
今

後
の
活
動
継
続
の
た
め
に
も
早
急
な
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
風
流

物
な
ど
の
貴
重
な
文
化
財
を
未
来
に
守

り
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
長
年
、

人
々
の
努
力
で
培
わ
れ
て
き
た
知
識
と

技
術
の
継
承
や
、
公
開
に
向
け
た
練
習

の
場
、
人
形
な
ど
資
材
の
修
理
の
場
の

確
保
も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
り
、
郷
土
芸

能
の
保
存
団
体
か
ら
、
後
継
者
育
成
活

動
の
拠
点
と
な
る
、
日
立
風
流
物
展
示

施
設
と
収
蔵
施
設
の
整
備
を
強
く
求
め

る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
守
り
つ
な
い
で
い

く
た
め
に
、
展
示
・
保
存
・
継
承
・
交

流
を
総
合
的
に
担
う
拠
点
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
日
立
風
流
物
展
示
施
設
等

整
備
基
本
計
画
策
定
の
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
課
題
の
整
理
を
進
め
て
い
く
。

●
日
立
市
十
王
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
の
更
な
る
充
実
策

●
日
立
特
別
支
援
学
校
で
の
学
校
給
食

　

再
調
理

添
田 

絹
代 

議
員
（
公
明
党
）

（録画配信）

　

議
員　

本
議
会
で
は
、
日
立
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
道
路
で
あ
る

パ
テ
ィ
オ
モ
ー
ル
に
つ
い
て
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
約
７
０
０
０
万

円
の
改
修
費
用
が
計
上
さ
れ
た
。

　

令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
パ
テ

ィ
オ
モ
ー
ル
は
日
立
市
の
中
心
市
街
地

と
し
て
設
定
さ
れ
、
「
画
一
的
で
は
な

く
、
地
域
の
特
性
な
ど
を
踏
ま
え
た
特

色
あ
る
拠
点
形
成
を
図
り
ま
す
。
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
も

な
く
、
７
０
０
０
万
円
の
み
で
は
一
部

改
修
し
か
行
え
ず
、
非
常
に
中
途
半
端

な
整
備
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
ち
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
非
常
に
重
要
な
時
で
あ
り
、
「
選
択

と
集
中
」
を
表
明
し
て
い
る
本
市
の
予

算
編
成
も
、
新
し
い
時
代
に
突
入
す
べ

き
で
あ
る
。
官
民
の
力
を
合
わ
せ
て
、

コ
ン
セ
プ
ト
や
目
標
を
決
め
て
整
備
し

て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
整
備
は
単
年
度
で
終

わ
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
パ
テ
ィ
オ

モ
ー
ル
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

　

都
市
建
設
部
長　

パ
テ
ィ
オ
モ
ー
ル

の
タ
イ
ル
舗
装
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り

不
具
合
が
増
加
し
、
濡
れ
る
と
滑
り
や

す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
日
立
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
伴
い
改
修
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

パ
テ
ィ
オ
モ
ー
ル
は
、
に
ぎ
わ
い
と

交
流
を
創
出
す
る
場
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
日
立

の
顔
と
し
て
、
若
者
に
好
ま
れ
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
」
を
目

指
し
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
回
遊
性
を
更
に
向
上

さ
せ
る
た
め
、
け
や
き
通
り
ま
で
の
延

伸
と
と
も
に
、
横
丁
や
路
地
裏
、
日
立

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
新
都
市
広
場
の

周
辺
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
関
係

課
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
市
の
中
心
的

な
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

●
本
市
の
経
済
基
盤
を
支
え
る
も
の
づ

　

く
り
産
業
の
支
援

●
奥
日
立
き
ら
ら
の
里

●
投
票
率
の
向
上

瀬
谷 

幸
伸 

議
員
（
日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

一般質問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

日
立
風
流
物
展
示
施
設
等

　
　
　
　
　

整
備
事
業
に
つ
い
て

日
立
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

周
辺
整
備
に
つ
い
て

現在の日立風流物収蔵施設現在の日立風流物収蔵施設

パティオモールパティオモール
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議
員　

平
成
30
年
に
給
食
の
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
給
食
費
を
見
直
し
、

そ
の
際
に
値
上
げ
相
当
分
で
あ
る
１
人

５
０
０
円
を
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
市
が
補
助
し
、
４
年
経
っ

た
今
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

 

給
食
は
大
切
な
食
育
の
機
会
で
あ
り
、

地
産
地
消
の
取
り
組
み
も
大
切
な
食
育

で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
大
切
で
あ
る
。

 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
は
、
農
薬
や
化
学
肥

料
に
頼
ら
ず
、
土
や
水
と
い
っ
た
本
来

の
自
然
の
力
を
使
っ
た
農
法
と
称
さ
れ
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
等
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、
取
り

組
む
農
家
の
少
な
さ
や
、
給
食
と
し
て

供
給
で
き
る
食
材
の
確
保
の
難
し
さ
が

あ
る
。

　

国
の
推
進
す
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ

ッ
ジ
宣
言
に
よ
り
様
々
な
補
助
や
交
付

金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
あ

る
が
、
本
市
に
お
け
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

教
育
部
長　

毎
日
１
万
食
以
上
を
調

理
す
る
調
理
場
に
お
い
て
は
、
食
材
を

大
量
に
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

メ
ニ
ュ
ー
に
も
よ
る
が
、
１
か
月
で

玉
ネ
ギ
は
約
９
ト
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

ニ
ン
ジ
ン
は
約
５
ト
ン
を
消
費
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

 

こ
れ
ら
の
食
材
を
生
産
量
が
限
ら
れ

る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
に
置
き
換
え
て

確
保
す
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
面
を
含
め

て
極
め
て
難
し
く
、
食
材
料
費
と
し
て

保
護
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
給
食
費

へ
の
影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

 

し
か
し
な
が
ら
、
環
境
負
荷
を
で
き

る
だ
け
低
減
し
た
農
業
手
法
で
生
産
さ

れ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
、
給
食
を

通
し
て
子
供
た
ち
に
紹
介
す
る
こ
と
は
、

食
育
の
面
か
ら
も
大
切
で
あ
る
。

 

今
後
も
子
供
た
ち
へ
安
全
安
心
な
給

食
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、

可
能
な
限
り
地
産
地
消
を
心
が
け
る
と

と
も
に
、
食
育
の
観
点
か
ら
可
能
な
範

囲
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
研
究
し
て
い
く
。

●
特
別
支
援
教
育
の
支
援
体
制

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ひ
と
り
親
世
帯

　

へ
の
支
援

藤
森 

結
花 

議
員
（
日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

　

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
、
中
学
校

に
お
け
る
休
日
の
運
動
部
活
動
を
地
域

へ
移
行
す
る
提
言
が
あ
っ
た
が
、
市
内

の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
や

施
設
は
受
入
れ
態
勢
が
十
分
と
は
言
え

な
い
。

　

提
言
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

の
整
備
充
実
、
指
導
者
や
施
設
の
確
保

等
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

教
育
部
長　

令
和
４
年
６
月
、
ス
ポ

ー
ツ
庁
が
設
置
す
る
運
動
部
活
動
の
地

域
移
行
に
関
す
る
検
討
会
議
に
お
い
て
、

公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
運
動
部

活
動
を
令
和
５
年
度
か
ら
段
階
的
に
地

域
へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
た
。

　

提
言
の
中
で
、
中
学
生
を
受
け
入
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
整
備
・
充
実
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
予
算
の
確
保
な
ど

国
の
支
援
を
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
部
活

動
指
導
員
の
活
用
や
教
師
等
に
よ
る
兼

職
兼
業
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
大
学
等
か

ら
の
指
導
者
の
派
遣
、
地
域
と
連
携
し

た
人
材
バ
ン
ク
の
設
置
な
ど
、
国
の
支

援
方
策
を
検
討
す
る
と
さ
れ
、
特
に
、

希
望
す
る
教
師
が
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
に
当
た
れ
る
よ
う
に
、
兼
職
兼
業

の
運
用
に
係
る
考
え
方
等
を
整
理
す
る

な
ど
、
部
活
動
に
熱
意
を
も
っ
て
取
り

組
む
教
員
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
て
い
る
。

　

施
設
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
や
民
間
施
設
だ
け
で
は
足
り
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
学
校
体
育
施

設
の
活
用
促
進
な
ど
、
活
動
場
所
の
確

保
策
も
検
討
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
７
月
に
関
係
者
か
ら
意

見
を
聴
く
懇
話
会
を
開
催
し
た
。
今
後

は
、
検
討
会
議
の
提
言
を
踏
ま
え
た
本

市
の
対
応
を
検
討
す
る
た
め
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
学
校
、
保
護
者
等
に
よ
る
「
部

活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
に
向
け
た

検
討
委
員
会
」
を
10
月
に
設
置
し
、
子

供
た
ち
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
取

り
組
め
る

環
境
の
整

備
や
、
支

援
の
在
り

方
に
つ
い

て
検
討
し

て
い
く
。

石
井 

仁
志 

議
員
（
ひ
た
ち
未
来
）

（録画配信）

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

の
現
状
と
今
後

―

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

か
ら
見
た
中
学
生
部
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　

の
受
入
れ―

総合型地域スポーツクラブの
活動の様子
総合型地域スポーツクラブの
活動の様子
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議会活性化の取組状況、一般質問

　

議
員　

命
と
暮
ら
し
を
守
る
最
後
の

防
波
堤
と
な
る
の
が
生
活
保
護
制
度
で

あ
り
、
そ
の
役
割
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

申
請
を
た
め
ら
う
方
の
多
く
は
「
扶
養

義
務
者
へ
の
照
会
」
と
い
う
、
３
親
等

ま
で
の
親
族
に
援
助
が
可
能
か
ど
う
か

を
連
絡
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

扶
養
義
務
者
へ
の
照
会
を
廃
止
し
、

誰
も
が
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
生
活

保
護
制
度
と
な
る
よ
う
求
め
る
が
、
扶

養
義
務
者
へ
の
照
会
に
つ
い
て
、
市
で

は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

　

保
健
福
祉
部
長　

生
活
保
護
法
で
は

「
民
法
上
の
扶
養
義
務
の
履
行
を
期
待

で
き
る
扶
養
義
務
者
の
あ
る
と
き
は
、

そ
の
扶
養
を
保
護
に
優
先
さ
せ
る
こ
と

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
申
請
者
か
ら
の

聴
き
取
り
等
に
よ
り
、
扶
養
義
務
者
の

存
否
の
確
認
を
行
い
、
金
銭
的
援
助
だ

け
で
は
な
く
、
精
神
的
な
支
援
の
可
能

性
に
つ
い
て
の
扶
養
の
可
能
性
調
査
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

申
請
者
本
人
へ
の
調
査
の
結
果
、
対

象
者
が
専
業
主
婦
な
ど
の
主
た
る
生
計

維
持
者
で
は
な
い
方
、
お
お
む
ね
70
歳

以
上
の
高
齢
者
な
ど
の
場
合
の
ほ
か
、

交
流
が
断
絶
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
直
接
の
照

会
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

生
活
保
護
申
請
に
つ
い
て
は
、
制
度

を
詳
し
く
説
明
し
た
上
で
、
丁
寧
に
状

況
を
聴
き
取
り
、
個
々
の
申
請
者
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
が
続
く
中
、
今
後
も
相
談
が
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
個
別
に
慎
重
な
検
討
を
行
っ

た
上
で
対
応
し
て
い
く
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
み
ん
な
で
の
ば
そ

　

う
健
康
寿
命
」

●
保
育
士
の
処
遇
改
善

●
東
海
第
二
発
電
所
再
稼
働
問
題

小
林 

真
美
子 

議
員
（
無
会
派
）

（録画配信）

そ
の
他
の
質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

―
生
活
保
護
制
度
に
係
る

　
　
　

扶
養
義
務
者
へ
の

　
　
　
　
　
　

照
会
に
つ
い
て―

市役所庁舎内の
新型コロナウイルス緊急総合相談窓口
市役所庁舎内の
新型コロナウイルス緊急総合相談窓口

本会議でもタブレット端末を活用します本会議でもタブレット端末を活用します

　日立市議会では、議会活性化の一環として、タブレット端末の活用によるペーパーレス化等に取り組んでいま
す。令和４年第３回定例会からは、本会議での使用を開始し、議案書等の会議資料をタブレット端末で閲覧できる
ようにしました。

日立市議会では、令和３年２月からタブレット端末を導入し、議会の活性化を進めています。

　　　　　　　　○　情報共有による事務の効率化　　　○　会議資料等のペーパーレス化
　　　　　　　　○　情報収集力の向上　　　　　　　　○　オンライン会議の環境整備

※導入には国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用しました。

目 的

タブレット端末で議案書等を閲覧する議員タブレット端末で議案書等を閲覧する議員タブレット端末を使用して議事進行する議長タブレット端末を使用して議事進行する議長

」
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　日立市議会では、市民への報告と市民との意見交換の場として議会報告会を行い、そこで得た意見を政策提案につな
げるよう努めています。
　今年度は、三つの常任委員会がそれぞれにテーマを設定し、関係する団体との懇談会（意見交換会）として実施しま
した。

・通学時の日傘使用について学校に問い合わせたところ、個別の事情により
　使用を認めることはあるが、基本は禁止との回答があった。日傘使用に関
　する学校の見解について、保護者に示してほしい。

・登下校する際に、後方から来た自転車に追い抜かれ危険を感じることがある。イヤホンを付けたまま走行して
　いることもあるため、警察と連携して通学路の安全を確保してほしい。
・ランドセルの更なる軽量化をお願いしたい。また、身体の大きな児童にはベルトが短いため、調整できるよう
　改善してほしい。
・スクールカバンがリュック式に統一されたが、重心が低くなり重く感じるため、改良してほしい。

【開　催　日】令和４年７月９日（土）
【テ　ー　マ】「通学時の安全確保について」
　　　　　　　「登下校時の荷物の重さ軽減について」
【関 係 団 体】日立市立小・中学校ＰＴＡ連合会
【主なご意見】

・以前に比べて渋滞は解消しているものの、朝や夕方の時間帯に市内の幾つ
　かの場所で渋滞が発生している。
・バスやトラック等の大型自動車が起点となって渋滞が発生している場所が
　あるため、解決策の一つとしてバスベイの整備促進が必要。
・信号機だけでなく、停止線や右折・左折ポイントの改善等も渋滞緩和につながることから、それらも総合的に
　検討することが必要。
・路線バスは回送の際に山側道路を利用している一方で、それが山側道路の渋滞要因の一つとなっている。国道
　を拡幅することで改善するので、拡幅工事の推進が必要。

【開　催　日】令和４年７月２０日（水）
【テ　ー　マ】「日立市内の渋滞状況について」
【関 係 団 体】日立商工会議所　交通運輸業部会
【主なご意見】

・新規雇用について、県や市が主催する合同企業説明会等に参加して人材確
　保に務めている。就職情報サイトは有効だが、費用の負担が大きい。
・子育て世代が共働きをするためには、子供の長期休暇や病気の際に預けら
　れる環境が必要。
・駅周辺の空き店舗や空き地を活用するためには、建物の解体や土地の売買に対する税の優遇制度のほか、空き
　店舗を貸し借りしやすい制度が必要。市が建物や土地を購入して整備するなど大胆な施策も必要。
・日立駅周辺の活性化には、市内の交通渋滞の緩和が必要。また、運転免許証を持たない高齢者等への移動手段
　の確保が必要。

【開　催　日】令和４年６月３０日（木）
【テ　ー　マ】「市内企業における雇用状況について」
　　　　　　　「市内商店街の状況について」
【関 係 団 体】日立商工会議所　工業部会、商業部会
【主なご意見】

教育福祉委員会

環境建設委員会

総務産業委員会
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特別委員会は、特定の事件を審査する必要があると認められる場合に、議会の議決によって設置されます。

特別委員会の開催状況

チ
ェ
ッ
ク

　

決
算
審
査
は
、
決
算
書
等
の
関
係
諸
表
の
正
確
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
予
算
の
執
行
や
事
業
の
経
営
が
適
正
で
効
率

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
点
検
し
ま
す
。

　
「
効
果
は
あ
っ
た
か
？
」「
無
駄
は
な
か
っ
た
か
？
」
市
議
会
の
決
算
審
査
が
、
今
後
の
予
算
編
成
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

令和
3年度
決算
税
金
の

　

使
い
方
を

し
ま
し
た

委 員 長 … 今野　幸樹
副委員長 … 助川　悟
委　　員 … 堀江　紀和
　　　　 　 藤森　結花
　　　　 　 三代　勝也
　　　　　照山　晃央
　　　　　白石　敦
　　　　　伊藤　智毅

特別委員会委員

議案第49号 令和3年度決算の認定について
審査の経過
９月　１日　委員会の設置・正副委員長の互選等
９月　５日　監査委員から決算審査意見書について説明を受けました。
９月１２日　現地調査（１０か所）を行いました。
９月１３日　各部から予算執行による行政効果等について詳細な説明を受け、活発な
　～１５日　質疑を行いました。
９月２１日　最終報告に向けた委員間の協議を行いました。

①選択と集中による健全かつ安定した財政運営
　　更なる財源確保に取り組むとともに、より効果的
　な事業の「選択と集中」を行い、健全かつ安定した、
　持続可能な財政運営に努めること。

②市政運営の原動力となる人材の育成強化
　　人材育成計画に基づく職員のスキルアップはもと
　より、データ分析を用いて新たな施策展開につなげ
　る能力の向上を図るなど、市政運営の原動力となる
　人材の育成を強化すること。

③広聴を重視した戦略的な広報の推進
　　情報を受け取った市民等の意見や反応をしっかり
　把握するとともに、評価・分析を行い、それらの声
　を十二分に活用し、次の広報戦略の展開やシティプ
　ロモーションの推進につなげること。

④マイクロクリエイションオフィスの効果的な運営
　　創業機会の創出や移住・テレワーク利用者等の確
　保、さらには、若者や子育て世代など多世代が交流
　できる施設として利用促進を図るなど、より効果的
　な運営に努めること。

⑤ＩＣＴ教育の充実に向けた環境整備
　　電子黒板及び教員用タブレット端末の配備に早急
　に取り組むほか、ＩＣＴ支援員の適切な配置や、
　（仮称）デジタル推進クラブ創設の検討を行うなど、
　ＩＣＴ教育の充実に向けた環境整備を図ること。

⑥不法投棄対策の強化
　　広く市民から情報提供できる体制を構築するなど、
　新たな手法により抑止力の向上を図り、不法投棄の
　早期発見・通報体制及び監視・指導体制の強化に取
　り組むこと。

委員長報告
令和３年度の決算について審査し、６件の要望を付した上で原案を認めました。

要　望

決算審査特別委員会（9月1日～21日）

洪水避難タワー（神田町）の現地調査洪水避難タワー（神田町）の現地調査

マイクロクリエイションオフィス

電子黒板を使った授業の様子

不法投棄防止看板

市民運動公園の現地調査市民運動公園の現地調査
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議
会
日
誌

議
会
日
誌

５
日
：
広
報
広
聴
委
員
会

21
日
〜
22
日
：
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
視
察
研
修
会

28
日
〜
29
日
：
桐
生
・
日
立
両
市
議
会
議
員
親
善
交
流
会

１
日
〜
２
日
：
幹
線
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会
行
政
視
察

18
日
：
総
務
産
業
委
員
会
、
教
育
福
祉
委
員
会

19
日
：
環
境
建
設
委
員
会

25
日
：
議
会
運
営
委
員
会

29
日
：
議
会
運
営
委
員
会

１
日
：
第
３
回
市
議
会
定
例
会
開
会
（
議
案
説
明
）
、

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

５
日
：
本
会
議
（
議
案
説
明
、
一
般
質
問
、
委
員
会
付
託
、

　
　
　

請
願
文
書
表
付
託
）
、
議
会
運
営
委
員
会
、

　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

６
日
：
本
会
議
（
一
般
質
問
）
、
広
報
広
聴
委
員
会

７
日
：
総
務
産
業
委
員
会

８
日
：
教
育
福
祉
委
員
会

９
日
：
環
境
建
設
委
員
会

12
日
〜
15
日
：
決
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日
：
幹
線
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

20
日
：
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
誘
致
推
進
特
別
委
員
会
、

　
　
　

新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
調
査
特
別
委
員
会

21
日
：
決
算
審
査
特
別
委
員
会

22
日
：
議
会
運
営
委
員
会

26
日
：
第
３
回
市
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
　

（
各
委
員
長
報
告
、
討
論
、
議
案
説
明
、
表
決
）

28
日
：
広
報
広
聴
委
員
会

29
日
〜
30
日
：
広
報
広
聴
委
員
会
行
政
視
察

8月9月 7月

幹線道路整備促進特別委員会(9月16日)

　幹線道路整備促進期成会の取組状況について説明を受け、質疑を行ったほか、国が進める「国道６号大和田拡
幅」の現地を調査し、工事の進捗状況を確認しました。

新産業廃棄物最終処分場整備調査特別委員会(9月20日)

　茨城県から、新産業廃棄物最終処分場の整備に関し、
地域振興事業の実施に向けた検討状況等について報告を
受け、質疑を行いました。

・地域振興事業等について
・処分場関連事業の取組状況について

※会議の概要は、ホームページに掲載しています。

報告の主な内容

ジャイアントパンダ誘致推進特別委員会(9月20日)

　ジャイアントパンダ誘致に関するこれまでの経過や取
組状況について報告を受け、質疑を行いました。

・第３回パンダアートコンテストの開催
・第１回パンダンスコンテストの開催
・国内のパンダ飼育施設の視察

主な取組内容

国道６号大和田拡幅の俯瞰写真国道６号大和田拡幅の俯瞰写真国道６号大和田拡幅の現地調査国道６号大和田拡幅の現地調査

市道71
75号線

市道71
75号線

石名坂橋
【架替】
石名坂橋
【架替】
石名坂橋
【架替】

いしなざかいしなざかいしなざか
石名坂橋
【架替】

いしなざか

もみやもみやもみや
茂宮川橋
【架替】
茂宮川橋
【架替】
茂宮川橋
【架替】

もみや
茂宮川橋
【架替】【新設】【新設】

【新設】【新設】

大
和
田
拡

幅

大
和
田
拡

幅
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元気で住みよいまちづくりのために!

傍 聴 者 の 声

弓野 典子大沼町

　　　　　　　 ケーブルテレビ（JWAY）、FMラジオ（FMひたち）、パソコン・スマートフォン・
タブレット（日立市議会ホームページ）で本会議が視聴できます！

※ホームページでは、本会議の日の約1週間後から録画配信を行います。 日立市議会

議会中継

　今回で二度目となる議会一般質問を傍聴いたしました。
　議場に一歩足を踏み入れると、きれいで明るくかつ重々しく、傍聴席は全体を見渡せる空間となっ
ています。
　市民の代表である各議員も、日頃の市民のニーズを代弁するために、現状の問題点や過去のデータ
を収集し、的確な質問と要望を貫く姿勢、それに対し執行部も誠心誠意、現状を踏まえた答弁に今後
の日立市のために日々熱く議論している姿勢を受け止めました。今後ますます少子高齢化が進み、人
口減少問題、コロナ感染等対策、東海第二原発再稼働など課題も山積みですが、自分たちのまちの住
環境を変えるべき、市民一人一人が市政に対しもっともっと関心を持ち、元気で住みよいまちづくり
のためにも議会を傍聴してみてはいかがですか？
　ＪＷＡＹで生中継をし、後日動画配信もあります。今後もずっと市政を身近に感じていきたいです。

※日程は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に係る対応等により変更す
ることがあります。市議会ホームページでご確認ください。

12月定例会は 12月1日（木）開会予定です。

特別委員会 特別委員会 議会運営委員会

常任委員会 常任委員会

本会議
（開会）

本会議
（閉会）

本会議 本会議 本会議

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21

28 29 30 31

22 23 24

25 26 27

請願等の締切
(17:15まで)

　下深荻地区の「日立中里フルーツ街道」
では、２０軒の果樹園がリンゴやブド
ウ、ブルーベリーなどを、また、折笠地
区では、巨峰やシャインマスカットなど
約４０種類のブドウを栽培しています。
　これからの季節は、中里地区のリンゴ
が最盛期を迎えますので、紅葉を楽しみ
ながら、「日立中里フルーツ街道」に足
を運んでみてはいかがですか。
※中里のりんご・ぶどう、折笠のぶどう
　は、日立市地域ブランド認定品に選ば
　れています。

今
号の は表紙

【お詫びと訂正】
　日立市議会だより第２２２集（令和４年７月２０日発行）の６ページ
に掲載しました照山晃央議員の所属会派名に誤りがありました。

（正）日立市政クラブ　　（誤）民主クラブ　　
　ご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、ここに訂正させ
ていただきます。

中里のりんご中里のりんご

折笠のぶどう折笠のぶどう
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